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1

高
所
に
散
布
さ
れ
る
ブ
ナ

北
限
界
の
ブ
ナ
林
は
、
黒
松
内
低
地
帯
以
北
の
尻
別
川
支

流
ツ
バ
メ
ノ
沢
の
標
高
六
二
〇
米
に
あ
る
。
温
帯
系
樹
木
で

あ
る
ブ
ナ
の
北
限
が
、
な
ぜ
標
高
の
高
い
所

に
あ
る
の
か
、

い
つ
ご
ろ
ブ
ナ
は
北
限
に
到
達
し
た
の
か
、
な
ど
、
筆
者
に

と
っ
て
、

一
九
五
五
年
、
北
海
道
ブ
ナ
林
の
研
究
に
と
り
か

か
っ
て
以
来
の
課
題
で
あ

っ
た
。
中
村
ら

(
一
九
六
〇
)
に

よ
る
北
海
道
ブ
ナ
林
地
域
の
花
粉
分
析
に
関
す
る
論
文
が
発

表
さ
れ
、
ブ
ナ
は
、
六
〇
〇
〇
年
B
.
R

の
ヒ
.フ
シ
サ
マ
ー

ル
期
に
は
、
黒
松
内
低
地
帯
に
達
し
た
と
さ
れ
た
の
で
、
ブ

ナ
北
限
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
大
平
山
の
九
〇

〇
米
や
ツ
バ
メ
ノ
沢
の
六
二
〇
米
へ
生
育
域
を
拡
大
し
て
い

る
期
間
、
北
限
地
帯
の
低
地
に
生
え
て
い
る
ブ
ナ
は
ど
の
様

な
行
動
を
と
っ
た
か
、
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
、

北
限
の
ブ
ナ
林
を
研
究
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
三
〇
年
間
温

め
て
き
た
、
こ
の
謎
解
き
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

黒
松
内
低
地
帯
以
北
で
あ
る
朱
太
川
右
岸

の
、
ブ
ナ
の
生

育
地
の
分
布
域
を
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
北
の
生
育

地
ほ
ど
海
抜
高
の
高
い
と
こ
ろ
に
生
育
し
て
い
る
事
実

で
あ

る

(図
1
)
。
そ
こ
で
、
ブ
ナ
の
種
子
散
布
の
パ
タ
ー
ソ
は

高
所
よ
り
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
仮
説
を
た
て

て
、
八
六
年
の
日
本
生
態
学
会
に
お
い
て
ブ
ナ
北
限
の
態
様

と
、
そ
の
考
え
を
発
表
し
た
。

植
物
の
生
育
域
は
、
物
理
的
な
環
境
に
支
配
さ
れ
る
も
の

之北

つ

浜

5,000m一

白

井

川

歌
才
ブ

ナ
北
限

南

朱太川右岸地域南北方向ブナ分布様式図1
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の
、
個
々
の
生
育
地
は
、
実
際
に
同
じ
環
境
に
適
応
で
き
る

多
く
の
種
と
の
、
種
間
関
係
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
と
、
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
ブ
ナ
の
北
限
も
、
そ
の
よ
う
な
種
間
関

係
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
と
し
て
、
ブ
ナ
北
限
ニ
ッ
チ
境
界

説
を
提
唱
し
た

(渡
邊

一
九
八
五
、

一
九
八
六
)
。
他
種

と
異
な

っ
て
、
北
限
の
生
育
地
が
標
高
六
〇
〇
1
九
〇
〇
米

に
あ
り
、
黒
松
内
を
推
移
帯
と
し
て
一
線
を
画
し
た
よ
う
に

ブ
ナ
林
が
な
く
な
る
事
実
は
、
種
子
散
布
の
パ
タ
ー
ソ
と
併

せ
て
、
な
ぜ
棲
み
わ
け
が
生
ず
る
か
の
種
社
会
学
的
な
研
究

が
必
要
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(注

ニ
ッ
チ

uΦ
oo
ざ
咀
-

o巴

巳
o
ゴ
Φ
、
生
態
的
地
位
、
群
落
の
な
か
で
他
の
種
と
の

関
係
に
お
け
る
種
の
占
め
る
地
位
を
ニ
ッ
チ
と
い
う
。
北
海

道
の
自
然

二
六
号

三
一ニ
ペ
ー
ジ
参
照
)

2

海
峡
を
鳥
で
渡

っ
た
ブ
ナ
の
種
子

ブ
ナ
の
種
子
散
布
が
、
高
所
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
、
鳥
、
特
に
ホ
シ
ガ
ラ
ス
や
ミ
ヤ
マ
カ
ケ
ス
を
想

定
し
て
い
た
。
最
終
氷
期
の
最
寒
期
に
は
ブ
ナ
は
北
海
道
に

生
育
し
て
い
な
か

っ
た
。
仙
台
か
ら
新
潟
を
結
ぶ
北
緯
三
八

度
付
近
ま
で
南
に
逃
避
し
て
い
た
、
と
さ
れ
て
い
る

(那
須

1



一
九
八

一
)
。
日
本
海
に
大
量
の
暖
流
が
な
が
れ
込
み
、
北

日
本
、
特
に
裏
日
本
で
は
気
候
の
温
暖
化
と
と
も
に
湿
潤
化

し
、
大
量
の
降
雪
に
よ
っ
て
ブ
ナ
の
生
育
条
件
は
好
適
と
な

り
、
分
布
域
を
拡
げ
急
速
に
北
上
し
た
。
こ
の
時
期
、
津
軽

海
峡
を
い
か
に
し
て
ブ
ナ
が
渡
り
、
北
海
道

に
散
布
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

化
石
に
残
ら
な
い
地
史
的
な
事
象
は
、
証
明
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
。
起
こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
事
象
を
、
間
接
的
に
証
明

す
る
し
か
な
い
。
氷
河
期
に
北
海
道
に
生
育
し
て
い
た
り
、

ま
た
、
温
暖
期
に
な
っ
て
海
流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
と
す
る

説
も
あ
る
が
、
筆
者
は
ホ
シ
ガ
ラ
ス
を
想
定
し
て
い
る
。
奥

尻
島

へ
の
ブ
ナ
の
散
布
も
同
様
と
考
え
た
い
。

ホ
シ
ガ
ラ
ス
の
ほ
ほ
袋
は
大
き
く
、
ブ
ナ
の
種
子
の
大
き

さ
で
は

一
八
個
程
度
持
ち
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
冬
期
や
早

春
に
必
要
な
食
料
を
、
秋
の
う
ち
に
貯
え
て
置
く
の
で
あ
る
。

北
海
道
の
亜
高
山
帯
か
ら
高
山
帯
に
か
け
て
は
、
貯
食
の
た

め
土
の
中
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
ふ
た
ま
た
の
窪
み
な
ど
に
隠
し

て
あ

っ
た
ハ
イ
マ
ッ
の
種
子
が
、
束
状
に
芽
生
え
て
い
る
の

を
よ
く
見
か
け
る
。
ア
ポ
イ
岳
な
ど
で
は
、
ゴ
ヨ
ゥ
マ
ッ
が

ホ
シ
ガ
ラ
ス
に
よ
り
分
布
域
を
拡
げ
て
い
る
。
北
海
道
に
お

け
る
ゴ
ヨ
ウ
マ
ッ
の
分
布
パ
タ
ー
ソ
は
、
ブ
ナ
と
非
常
に
よ

く
似
て
い
る
。
旦
局
南
部
や
渡
島
半
島
の
ゴ

ヨ
ウ
マ
ッ
の
生

育
地
の
標
高
は
、

一
〇
〇
～
六
〇
〇
米
で
あ
る
の
に
対
し
、

北
限
に
あ
た
る
北
海
道
中
部
に
位
置
す
る
十
勝
川
上
流
ピ
シ

カ
チ
ナ
イ
山
の
生
育
地
は
、
標
高
七
二
〇
米
で
あ
る

(舘
脇

ら

一
九
六
〇
)
。
こ
れ
も
鳥
散
布
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
奥
尻
島
に
も
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
が
生
育
し
て
い

る
。
ブ
ナ
と
同
様
に
温
帯
系
の
樹
種
で
あ
る
ゴ
ヨ
ウ
マ
ッ
も
、

恐
ら
く
最
寒
冷
期
に
は
北
海
道
に
生
育
で
き
な
か
っ
た
ゆ
え
、

奥
尻
島

へ
の
散
布
は
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
た
も
の
と
推
測

す
る
。
奥
尻
島
に
ブ
ナ
と
ゴ
ヨ
ゥ
マ
ッ
が
共
に
生
育
し
て
い

る
こ
と
は
、
ブ
ナ
の
鳥
散
布
説
を
裏
付
け
る
証
し
と
思
っ
て

い
る
。
な
お
、
ミ
ヤ
マ
カ
ケ
ス
の
散
布
説
も
否
定
で
き
な
い
。
種

子
の
持
ち
運
び
は
数
個
で
あ
る
こ
と
、
本
州
と
は
カ
ケ
ス
と

棲
み
わ
け
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
否
定
す
る
説
が

一
般
的

で
あ
る
が
、
本
州
と
北
海
道
が
陸
続
き
の
と
き
に
は
、
両
種

間
の
分
布
境
界
が
、
ど
こ
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
両
種
の
ニ
ッ
チ
が
非
常
に
類
似
し
て
い
る
だ
け
に
、

氷
河
期
の
陸
続
き
の
時
代
に
は
両
種
の
棲
み
わ
け
は
本
州
北

部
に
あ
っ
た
が
、
津
軽
海
峡
の
成
立
し
た
の
ち
本
州
と
北
海

道
に
新
た
な
棲
み
わ
け
が
で
き
あ
が

っ
た
、
と
推
測
し
て
も

よ
い
。
競
合
種
の
種
間
関
係
と
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
て
い
る
。

ブ
ナ
が
ホ
シ
ガ
ラ
ス
に
よ
っ
て
貯
食
さ
れ
る
事
例
は
、
思

い
も
か
け
ず
、
大
平
山
で
の
ブ
ナ
林
調
査
の
際
に
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
八
六
年
の
八
月
、
ブ
ナ
林
に
ホ
シ
ガ
ラ
ス

が
飛
び
交
う
の
を
確
認
し
、
翌
年
の
六
月
六
日
に
、
高
山
帯

の
お
花
畑
で
ホ
シ
ガ
ラ
ス
が
食
べ
た
種
子
の
殻
が
散
在
し
て

い
る
の
を
見

つ
け
た
。
そ
し
て
、
ほ
ど
近
い
エ
ゾ
ヒ
メ
ネ
ギ

の
群
落
に
沿

っ
た
石
灰
岩
の
割
れ
目
か
ら
、
み
ず
み
ず
し
い

ブ
ナ
の
十
三
本
の
束
状
の
芽
生
え
を
発
見
し
た

(図
2
)
。

至
近
の
ブ
ナ
林
は
谷
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
し
か
な
い
。
南
向

き
の
春
の
雪
解

け
の
最
も
早
い

醐

尾
根
に
生
え
た

断

二
葉
は
、
ま
さ

塒

し
く
、
ホ
シ
ガ

難

一フ
ス
の
貯
食
に

姓

よ
る
も
の
で
あ

ナブ

る
、
と
特
定
し

て
よ
い
。
ブ
ナ

即

は
、
ホ
シ
ガ
ラ

ス
の
貯
食
し
や

す
い
所

へ
散
布
さ
れ
る
も
の
と
し
て
よ
い
。
雪
解
け
の
早
い

痩
せ
た
尾
根
な
ど
は
、
格
好
の
貯
食
場
所
で
あ
る
。
北
限
地

帯
の
白
井
川
の
事
例
で
は
、
急
な
斜
面
の
土
壌
の
露
出
し
て

い
る
崩
壊
地
に
、
束
状
の
芽
生
え
や
幼
木
が
見
ら
れ
、
こ
の

事
例
も
貯
食
に
好
ま
し
い
場
所
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
ブ
ナ

の
散
布
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、
動
物
に
よ
っ
て
運
ば

れ
た
種
子
が
、
そ
の
立
地
に
定
着
で
き
る
か
否
か
の
問
題
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ブ
ナ
の
散
布
と
ホ
シ
ガ
ラ
ス
の
関
係

は
解
決
さ
れ
た
が
、
果
た
し
て
ホ
シ
ガ
ラ
ス
は
津
軽
海
峡
を

こ
え
て
種
子
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
の
問
い
に
は
、
筆

者
は
イ

エ
ス
と
答
え
た
い
。
<
㎝5
匹
雪
ら

(
一
九
七
七
)
に

よ
る
と
、
北
米
の
ホ
シ
ガ
ラ
ス
の
一
種
は
、
マ
ッ
の
種
子
を

採
取
し
て
貯
蔵
す
る
距
離
は
最
大
で
二
ニ
キ
ロ
に
お
よ
び
、

ま
た
、
そ
の
量
は
年
間
二
二
～
三
一二
千
粒
に
達
す
る
と
い
う
。

こ
の
二
ニ
キ
ロ
の
数
値
は
津
軽
海
峡
を
越
え
る
に
十
分
の
距

離
で
あ
る
。
津
軽
の
海
を
越
え
た
北
海
道
の
山
や
ま
に
は
、

ホ
シ
ガ
ラ
ス
の
貯
食
す
る
の
に
格
好
な
場
所
が
あ

っ
て
、
か

つ
、
気
候
の
温
暖
化
は
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
の
棲
息
す
る
最
適
域

を
北
に
シ
フ
ト
さ
せ
た
。
北
海
道
に
お
い
て
、
後
氷
期
初
め

の
千
年
間
の
森
林
の
遷
移
は
、
非
常
に
急
激
で
、
エ
ゾ
マ
ツ

類
な
ど
の
後
退
し
た
跡
に
生
じ
た
ニ
ッ
チ
の
空
白
を
、
い
か

な
る
種
が
埋
め
た
か
は
興
味
ぶ
か
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ブ
ナ

の
北
進
も
同
様
に
、
北
方
系
樹
種
の
後
退
し
た
跡
に
生
ま
れ

た
ニ
ッ
チ
の
空
白
を
埋
め
る
形
で
の
進
出
で
あ
る
、
と
考
え

ら
れ
る
。
急
速
に
気
候
が
変
動
す
る
場
合
、
鳥
散
布
の
果
た

す
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

3

北
海
道

・
北
限

へ
の
ブ
ナ
の
到
達
時
期

現
在
、
信
頼
す
べ
き
花
粉
分
析
に
よ
る
北
海
道
の
ブ
ナ
の

最
も
古
い
記
録
は
、
函
館
の
北
東
に
あ
る
蓬
揃
山
湿
原
の
少

な
く
と
も
五
千
三
百
年
前
で
あ
る
と
し
て
い
る

(五
十
嵐
ら

2



一
九
八
九
)
。
こ
の
時
期
は
、
完
新
世
の
最
暖
期
の
ピ
ー
ク

を
す
ぎ
た
、
い
わ
ゆ
る
ア
ト
ラ
ソ
テ
ッ
ク
期
の
末
期
で
あ
る

縄
文
初
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
代
、
本
州
の
大
阪
湾
地
域

に
お
い
て
は
、
温
帯
系
の
コ
ナ
ラ
亜
属
が
暖
帯
系
の
ア
カ
ガ

シ
亜
属
に
移
り
変
わ
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た

(前
田

一
九
八

○
)
。
ブ
ナ
は
完
新
世
の
初
期
に
本
州
の
北
端
に
達
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
北
海
道
に
定
着
す
る
の
に
数
千
年
を
要
し
た

こ
と
に
な
る
。
蓬
揃
山
か
ら
北
西
に
百
キ
ロ
の
瀬
棚
の
う
ぐ

い
沼
で
は
八
○
○
～
九
〇
〇
年
前

(五
十
嵐

ら

一
九
八
九
)

と
さ
れ
、
ま
た
、
黒
松
内
低
地
帯
の
歌
才
川
湿
原
で
は
六
八

○
年
前

(坂
口
一
九
八
九
)
と
さ
れ
た
。
ブ
ナ
の
北
限
到
達

時
期
は
、
こ
れ
ま
で
の
予
測
よ
り
大
幅
に
年
代
が
若
返
っ
た

の
で
あ
る
。
ブ
ナ
は
室
町
時
代
の
い
わ
ゆ
る
小
氷
期
の
初
め

に
黒
松
内
低
地
帯
の
北
限
に
到
達
し
た
こ
と
に
な
る
。

ブ
ナ
の
寿
命
を
二
〇
〇
年

(後
述
)
と
す
れ
ば
、
現
在
樹

冠
層
を
形
づ
く
る
樹
木
の
二
代
ま
え
に
初
め
て
、
森
林
を
形

成
し
た
こ
と
に
な
る
。
何
の
こ
と
は
な
い
、

一
九
〇
〇
年
に

田
中
壌
が
想
定
し
た
歴
史
的
沿
革
説
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ブ
ナ
の
北
進
速
度
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
年

一
七
五
～
二
五

〇
米
、
ま
た
、
本
州
東
北
地
方
で
は
年
六
二
～
二
三
三
米
と

想
定
し
て
い
る

(塚
田
一
九
八
二
)
。
北
海
道
で
の
北
進
速

度
は
、
単
純
に
蓬
揃
山
i
う
ぐ
い
沼
間
で
は
二
二
米
、
ま
た
、

蓬
揃
山
～
黒
松
内
の

一
一
〇
キ
ロ
は
、
二
一二
米
で
あ
る
と
算

定
さ
れ
、
本
州
東
北
と
比
べ
非
常
に
お
そ
い
。
こ
の
北
海
道

ブ
ナ
散
布
速
度
の
遅
れ
や
、
北
限
形
成
の
理
由
に
つ
い
て
、

塚
田
は
降
水
量
の
減
少
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
筆
者

は
種
間
の
棲
み
わ
け
、
即
ち
、

ニ
ッ
チ
境
界
が
形
成
さ
れ
た

結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

4

ブ
ナ
の
種
特
性
の
変
化

そ
こ
で
、
ブ
ナ
と
は
ど
ん
な
樹
種
な
の
か
、
北
海
道
で
競

合
す
る
他
の
樹
種
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
整
理
し
て
見
よ
う
。
ま
ず
、
他
の
樹
種
と
の
比

較
に
お
い
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
種
特
性
は
、
ブ
ナ
属
植
物
は

温

・
暖
帯
の
湿
潤
か
ら
適
潤
気
候
に
適
応
し
て
い
る
種
族
で

あ

っ
て
、
カ
ソ
バ
属
の
よ
う
に
、
寒
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
の
湿

潤
か
ら
適
潤
の
い
ろ
い
ろ
な
立
地
に
適
応
し
て
い
る
樹
種
と

は
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ナ
を
気
候
帯
の
表
徴
種
と
し
て

い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

北
海
道
の
ブ
ナ
は
、
オ
オ
バ
ブ
ナ
と
よ
ば
れ
葉
が
大
き
く

て
薄
く
、
葉
身
の
さ
く
状
組
織
は

一
列
で
あ
る
の
に
対
し
、

本
州
西
南
部
、
表
日
本
の
ブ
ナ
は
葉
が
小
さ
く
て
厚
く
、
さ

く
状
組
織
は
二
列
で
あ
る
。
生
育
地
が
南
に
な
る
に
し
た
が

い
、
葉
の
大
き
さ
は
漸
次
小
さ
く
な
る
の
で
、
こ
れ
を
ク
ラ

イ
ソ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
種
特
性
は
光
合
成
や
気
候
に
適

応
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ブ
ナ
は
日
長
に
強
く
反
応

す
る
。

一
二
時
間
日
長
で
は
成
長
が
と
ま
り
、

一
七
時
間
日

長
で
は
成
長
が
速
く
、
特
に
、
温
度
が
二
五
⊥

二
〇
度
C
で

は
、
冬
芽
を
形
成
せ
ず
に
二
次
成
長
を
ど
ん
ど
ん
行
な
う
、

い
わ
ゆ
る
蔓
状
の
ブ
ナ
と
な
る
も
の
も
あ
る
。

一
七
時
間
の

日
長
は
、
北
限
地
帯
の
六
月
に
お
け
る
ブ
ナ
生
育
期
の
日
長

に
相
当
す
る
。
実
際
に
、
北
海
道
の
ブ
ナ
は
、
成
長
が
速
く
、

本
州
中
部
の
二
倍
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、

林
冠
木
の
ブ
ナ
の
寿
命
は
、
北
限
地
帯
で
平
均
二
〇
〇
年
前

後
、
最
大
二
五
四
年
で
あ

っ
て
、
北
に
な
る
ほ
ど
寿
命
が
短

く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
本
州
中
部
の
最
大
四
五
〇
年
の
二
分

の

一
程
度
で
あ
る
。
分
布
域
の
北
と
南
と
で
は
、
ブ
ナ
の
種

特
性
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

寿
命
二
〇
〇
年
の
数
値
は
、
共
存
で
き
る
他
種
と
の
比
較

で
み
る
と
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
三
分
の
二
程
度
で
、
本
州
で
の
両

者
の
関
係
と
は
逆
転
し
て
い
る
。
ま
た
、
更
新
の
仕
方
を
み

て
も
、
地
滑
り
地
な
ど
に
最
初
に
侵
入
し
、
遷
移
の
初
期
に

生
え
る
先
駆
樹
種
の
態
様
を
な
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ナ
は
日
長
の
影
響
を
う
け
、
成
長
は
速

窯

寿
命
は
短
く
、
裸
地
に
更
新
し
、
本
州
の
ブ
ナ
の
イ
メ
ー

ジ
と
異
な
っ
た
先
駆
樹
種
の
姿
と
な
る
。

5

競
合
樹
種
と
の
棲
み
わ
け
の
成
立

ブ
ナ
の
最
も
好
む
立
地
は
、
湿
潤
か
ら
適
潤
の
褐
色
森
林

土
の
土
壌
と
さ
れ
て
い
る
。
本
州
多
雪
地
帯
で
は
、
こ
の
土

壌
型
で
大
面
積
の
純
林
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
北
海
道
の

ブ
ナ
林
で
は
、
よ
り
乾
燥
し
た
土
壌
に
成
立
す
る
頻
度
が
高

い

(渡
辺
ら

一
九
八
九
)
。
こ
れ
は
降
水
量
の
減
少
、
即
ち

乾
燥
気
候
が
、
ブ
ナ
の
北
進
を
阻
む
、
と
す
る
最
も
よ
く
信

じ
ら
れ
て
い
る
説
を
否
定
す
る
大
き
な
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
性
質
も
北
海
道
産
の
ブ
ナ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

黒
松
内
営
林
署
管
内
の
泊
川
の
原
生
林
で
、
三
〇
年
前
に

調
査
し
た
資
料
を
も
と
に
、
ブ
ナ
林
の
空
間
的
階
層
構
造
に

つ
い
て
解
析
し
て
み
た

(渡
邊
ら

一
九
八
七
)
。

一
般
に
ブ

ナ
林
は
林
床
に
チ
シ
マ
ザ
サ
な
ど
が
優
占
し
、
更
新
が
悪
い

と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
生
育
地
が
急
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
ブ
ナ
は
階
層
的
に
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る

(図
3
)
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
よ
く
解
ら
な
い
が
、
ブ
ナ
の
更
新
に

適
し
て
い
る
下
層
植
生
が
生
育
し
て
い
る
こ
と
の
外
に
、
太

陽
光
線
の
入
射
角
度
な
ど
が
、
総
合
的
に
関
係
し
あ
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
泊
川
や
大
平
川
で
の
急
傾
斜
地
の

ブ
ナ
純
林
の
形
成
と
維
持
は
、
ブ
ナ
の
更
新
機
構
に
根
本
的

な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
北
海
道
の
ブ
ナ
に
つ
い
て
の
解
析
が
進
め

ば
す
す
む
ほ
ど
、
ブ
ナ
の
様
々
の
性
質
が
浮
き
ぽ
り
に
さ
れ

て
き
た
。
そ
し
て
、
完
新
世
に
な
っ
て
の
気
候
温
暖
化
に
伴

う
北
進
は
、
ブ
ナ
そ
の
も
の
の
性
質
を
変
え
て
き
た
も
の
と

理
解
さ
れ
る
。
ブ
ナ
が
ブ
ナ
本
来
の
性
質
で
な
く
な
っ
た
と

き
、
温
度

・
湿
度
的
に
は
適
応
範
囲
内
で
あ

っ
て
も
、
北
に

生
育
域
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
豪
雪
地
帯
の
ブ
ナ

は
、
純
林
を
形
成
し
、
他
種
の
傘
下
で
は
生
き
て
い
げ
な
い

3
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特
性
を
も

っ
て
い
る

(渡
邊

一
九
八
五
)
。
北
進
し
て
い
っ

て
、
も
し
競
合
す
る
他
種
と
の
ニ
ッ
チ
が
重
な
る
よ
う
に
な

る
と
、
棲
み
わ
け
が
生
じ
る
。
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
ド
マ
ツ
、
ダ

ケ
カ
ン
バ
な
ど
の
競
合
す
る
樹
種
が
、
ブ
ナ
北
進
を
妨
げ
、

そ
の
速
度
を
遅
ら
せ
、
現
在
の
北
限
を
形
成
さ
せ
て
い
る
の

は
、
以
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
気
候
が
著
し
く

変
動
し
て
、
競
合
す
る
他
種
と
の
バ
ラ
ソ
ス
が
壊
れ
た
と
き
、

新
た
な
北
限
界
が
成
立
し
よ
う
。

6

ブ
ナ
林
の
植
生
単
位

函
館
か
ら
江
差
に
至
る
街
道
の
、
峠
部
落
か
ら
北
方
の
鶉

川
上
流
の
ブ
ナ
林
は
、
鈴
木
ら

(
一
九
四
九
)
に
よ

っ
て
、

ブ
ナ
ー
チ
シ
マ
ザ
サ
群
集
が
記
載
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
報
告
は
、
現
在
、
わ
が
国
の
植
生
単
位

の
調
査
に
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
る
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・
モ
ソ
ペ
リ
ー
学
派
の

調
査
法
に
基
づ
い
た
、
裏
日
本
ブ
ナ
林
に
関
す
る
最
初
の
も

の
で
あ
る
。
鈴
木
の
ブ
ナ
ー
チ
シ
マ
ザ
サ
群
集
は
、
北
海
道

の
み
な
ら
ず
、
裏
日
本
全
般
に
わ
た
る
チ
シ

マ
ザ
サ
優
占
の

森
林
を
包
含
す
る
も
の
で
あ

の、た
,
こ
の

鈴
木
の
考
え
方
は
、
現
在
、
宮
脇
ら

(
一

九
六
四
)
に
よ
っ
て
、
上
級
単
位
の
ブ
ナ
ー

チ
シ
マ
ザ
サ
群
団
と
し
て
扱
わ
れ
、
鈴
木

ら
の
示
し
た
ブ
ナ
ー
チ
シ
マ
ザ
サ
群
集
は

北
海
道
の
ブ
ナ
林
に
つ
い
て
の
み
用
い
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
近
年
、
北
海
道
ブ
ナ
林

植
生
を
詳
細
に
わ
た
り
調
査

・
分
析
し
て

ま
と
め
た
二
つ
の
研
究

(福
島
ら

一
九
八

四
、
武
田
ら

一
九
八
四
)
の
結
論
で
あ
る
。

北
海
道
ブ
ナ
林
の
植
生
単
位
を
示
す
と
表

1
の
と
お
り
で
あ
る
。

群
集
の
下
級
単
位
に
つ
い
て
の
福
島
ら

の
見
解
を
表
2
に
し
め
す
。
福
島
ら
は
、

分
布
地
域
、
地
形
、
土
壌
型
と
ブ
ナ
林
の
種
組
成
と
の
関
係

に
検
討
を
加
え
、
三
亜
群
集
、
七
変
群
集
、
四
亜
変
群
集
に

区
分
し
た
。
こ
の
植
生
区
分
は
、
実
際
に
北
海
道
の
ブ
ナ
杁

を
探
訪
し
た
場
合
の
植
生
の
違
い
を
識
別
す
る
の
に
便
利
で

あ
る
。

7

北
海
道
の
ブ
ナ
林
分
布

ブ
ナ
の
天
然
林
は
、
函
館
営
林
支
局
管
内
の
約
半
分
を
占

め
る
。
最
も
す
ば
ら
し
い
ブ
ナ
林
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
檜

山
営
林
署
管
内
の
厚
沢
部
川
流
域
で
は
な
か

っ
た
か
と
さ
れ

て
い
る
。
舘
脇
に
よ
る
と
、
支
流
の
ス
ガ
沢
が
最
高
で
巨
木

が
林
立
し
て
い
た
と
い
う
。

一
九
五
五
年
五
月
、
舘
脇
教
授

に
お
供
し
て
、
支
流
の
糠
野
川
流
域
の
代
表
的
な
ブ
ナ
原
生

林
を
調
査
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
ブ
ナ
の
樹
冠
は
二
八

米
に
達
し
、
お
そ
ら
く
北
海
道
の
ブ
ナ
林
と
し
て
は
最
高
の

樹
高
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
階
層
的
に
も
ブ
ナ

が
連
続
し
て
い
る
林
分
で
あ

っ
た

(図
4
)
。
低
木
層
は
、

オ
オ
カ
メ
ノ
キ
が
オ
ク
ヤ
マ
ザ
サ
を
抜
き
顕
著
で
、
林
床
に

は

オ
ク

ヤ

マ
ザ

サ
が
優

占

し
、

ハ
イ

イ

ヌ
ガ
ヤ

の
ほ
か
、

と

き

に
、

オ
オ

バ

ク

ロ
モ
ジ
が
生
育

し

て

い
た
。

こ
の
林
型

は

典
型

的

な
裏

日
本

ブ
ナ
林

の
タ
イ
プ

で
あ

る
。

図

5
は

一
九

四
六
年
、

函
館
営

林
局

が
作

図

し
た
ブ

ナ

の

材
積

分
布

図

で
あ

る
。

こ

の
当
時

ま

で
、

国
有
林
、

道
有

林
)

ノ
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を

つ
う
じ
て
、
ブ
ナ
の
伐
採
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
原
生
状

態
の
ブ
ナ
の
分
布
を
し
め
す
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
材
積
は

林
班
を
基
準
と
し
て
い
る
の
で
、
疎
開
地
も
含
み
、
現
存
量

は
低
く
表
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ま
と
ま

っ
た
ブ
ナ
林
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
黒
松
内
営
林
署
管
内
で
あ
ろ
う
。

大
平
山
や
狩
場
山
の
地
域
で
は
、
急
傾
斜
地
か
ら
平
坦
に
か

け
て
の
ブ
ナ
林
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥
尻
島
の
ブ
ナ
林
は
ブ
ナ
林
相
と
し
て
は
普
通
で
、
注
目

す

べ
き

も

の
は
な

い
が
、

林

床
植
物

に
は
温
帯

系

の
植
物

が

多

く
、
特

筆
す

べ
き
も

の
が

あ

る
。

林
床

型

と
し

て
は

ヤ
ブ

コ
ウ
ジ
群

落
な

ど
北
海

道
本
島

で
は

み
ら
れ
な

い
群

落
型

で
、

ま

た
、
蘭

科
植

物

の
豊
富

な

こ
と

も
特
徴

的

で
あ

る
。
特

記

す

べ
き

は
、

温

帯
系

日
本

要
素

の
ケ

ソ
ポ

ナ

シ
、

ア

ラ
ゲ

ヒ

ヨ
ウ

タ

ソ
ボ
ク
、

シ

ュ
ソ
ラ

ソ
、

オ
ク

シ
リ

エ
ビ
ネ

、

コ
ア

ツ

モ
リ

や
、

日
華

要

素

の
ジ

ャ
ノ

ヒ
ゲ
、

ナ

ガ
イ

モ
が
隔
離

分
布

し
、
分

布
限

界

を
形

成

し

て
い
る

こ
と

で
あ
る
。

ブ
ナ
は
く
さ
り
や
す
く
、
狂
い
や
す
く
、
か
っ
て
は
価
格

も
ト
ド
マ
ッ
の
二
分
の
一
以
下
と
安
く
、
木
材
が
飽
暑
田に
あ
っ

た
時
代
に
は
、
燃
料
の
ほ
か
は
殆
ど
手
が
付
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
北
限
の
白
井
川
道
有
林
で
の
ブ
ナ
の
伐
採
も

一
九
六
〇

年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
ト
ド
マ
ッ
の

ほ
か
広
葉
樹
は
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
に
限
定
し
て
伐
採
さ
れ
た
。

ブ
ナ
が
資
源
と
し
て
見
直
さ
れ
て
き
た
の
は
、
床
板
や
家
具
、

と
く
に
曲
げ
家
具
と
し
て
は
ミ
ズ
ナ
ラ
と
と
も
に
最
良
の
樹

5

表1北 海道ブナ林の植生単位

ブナ ク ラス(1勉96'θ αc7飢o'α6Miyawaki,OhbaetMurase,1964)

:日 本冷 温 帯 林 の植 生

ブ ナー サ サ オー ダー(Sαso。Eog6∫ α〃αc76πo'06Suk-Tok.1966)

:日 本 の表 日本 ・裏 日本 の ブナ林 植 生

ブナー チ シマ ザサ群 団(8αso肋7〃 飢sゴs-Fbg加c7伽 α'駕Miyawaki,OhbaetMurase

1964)

:裏 日本 の ブ ナ林植 生

ブナ ー チ シマ ザ サ群 集(Soso々%7〃 θπsゴs-1『og6'%鋭c7伽 α如6Suz-Tok1949)

:北 海 道 の ブナ 林植 生

表2北 海道のブナーチシマザサ群集の下級単位

A.オ シ ダ亜 群 集(Subass.〃 ッoρ'飢46'osπ 御Hukusimaetal.1984)

識 別 種:オ シ ダ,エ ゾア ジサ イ,ミ ゾ シ ダ,ト チバ ニ ソジ ソ,タ ニ ギ ギ ョウ,フ ッキ

ソウ

分 布 と立地:狩 場 山 を除 く全 域;海 抜75～470m,斜 面 中部 以 下

A-a.ミ ヤマ カ ソス ゲ変 群集(cα76κ40〃c加 吻c勿oη α7.9励 σ7伽 α 搬7ゴoπ')

識 別 種:ミ ヤマ カ ンス ゲ,ト チ ノキ,ア ケ ボ ノシ ュス ラ ソ,ス ミ レサ イ シ ソ,ヒ ロハ

ノユ キ ザ サ

分 布 と立 地:桧 山,知 内;海 抜200m以 下,斜 面 中部 以 下

A-b.典 型 変群 集(Typicalvariant)

分 布 と立地:狩 場 山 を除 く全域;海 抜470m以 下,緩 斜 面 中 部 ～上 部

B.典 型亜 群 集(Typicalsubassociation(Hukusima,etal.1984),emend)

Syn.ブ ナ ー一チ シマ ザサ群 集 の シ ラネ ワラ ビ亜 群集,ハ イ イ ヌ ツゲ亜 群集,福 嶋 等1984 ,千葉 大
・園 芸 ・学 術 報 告33:127

,128,Table2

分 布 と立 地:全 域;海 抜95-720m,斜 面 中部 ～ 上部,平 尾 根

この亜 群 集 は3つ の変 群 集 を 含 んで い る。 シ ラネ ワ ラビ変 群 集 と ハ イ イ ヌ ッゲ変群 集

の識 別種 はそ れ ぞ れ:オシ ダ亜 群集,ホ ツ ツ ジ亜 群 集 に共 通 に出 現 して い る。 しか も,シ

ラ ネ ワ ラ ビ,ツ ル ッゲ を除 くそ れ らの 種 の大 部 分 は,そ の2亜 群 集 に分 布 の 中心 を もっ

て お り,2つ の 変群 集 へは,そ れ ら亜群 集 か ら進 出 して きた もの とみ る こと がで きる。

事 実,そ の傾 向 は ハ イ イ ヌ ツゲ の変 群 集 の識 別 種 に顕 著 で あ る。

B-a.シ ラネ ワ ラ ビ変群 集(Z)7ッoρ'6η ゴsoκ∫〃 ∫αcovariant)

識別 種:シ ラネ ワラ ビ,ユ キ ザサ,タ ケ シマ ラ ソ

分布 と立 地:長 万 部,狩 場 山,知 内;海 抜230～640m,緩 斜 面 中 部 以上,平 尾根

B-b.典 型 変 群 集(Typicalvariant)

分 布 と立 地:黒 松 内,遊 楽 部 岳,桧 山;海 抜95～460m(200m以 下 に分 布 の 中心),

平 地,緩 斜面 中部 以 上,平 尾 根

B-c.ハ イ イ ヌ ツゲ変 群 集(116κc76ηo如var.加 砺40sαvariant)

識 別 種:ツ ル ツ ゲ,オ オ バ ス ノキ,ア ク シバ,ハ イイ ヌツ ゲ,ヤ マ ウル シ,ハ ナ ヒ リ
ノキ,ム ラサ キ ヤ シオ,コ ヨ ウ ラ クツ ツ ジ

分 布 と立 地:全 域;海 抜150～720m,斜 面 中部 ～ 上 部

C.ホ ツツ ジ亜 群 集(Subass.'7ゆ6'α16fθ'osκ 吻(Hukusimaeta1.1984)emend)

Syn.ブ ナ ー チ シ マ ザサ 群 集 の キ タ ゴ ヨ ウ亜 群 集,福 嶋 ら1984,千 葉 大 ・園 芸 ・学 術

報 告33:129,Table2

識 別種:ホ ツ ツ ジ,ア カ ミノ イヌ ツゲ

分 布 と立 地:全 域;海 抜90～560m,尾 根(や せ 尾根)

この亜 群 集 は2つ の変 群 集 を含 んで い るか ら,そ れ ら変 群 集 は地 理 的 に異 な る分 布域

を もっ てい る。2つ の変 群 集 の間 で は前 亜群 集 の ハ イ イ ヌツゲ 変群 集 識別 種 の ほ とん ど,

ホ ツ ッ ジ,ア カ ミノイ ヌ ツゲ の勢 力 が 強 く,生 育 立地 も共 通 性 が高 い こ とに よ り1つ の

亜 群 集 と して 再 整理 され た 。

C-a.典 型 変 群 集(Typicalvariant)

分 布 と立 地:桧 山 を除 く全域;海 抜90～550m,斜 面 上 部 ～尾 根

この変 群 集 の 中 には,次 の2つ の 亜変 群 集 が 区分 され た 。

C-a一(a).典 型 亜 変群 集(Typicalsubvariant)

分 布 と立 地:典 型 変 群 集 に 同 じ

C-a一(bエ オオ イ ワカガ ミ亜変群 集(S肋7'∫ αso〃 伽6〃oゴ46svar.〃2αgη αsubvariant)

識 別 種:オ オ イ ワ カガ ミ,マ ルバ マ ソサ ク,リ ョウ ブ

分 布 と立地:知 内;海 抜235～360m,や せ 尾根

C-b.キ タゴ ヨ ウ変 群 集(P加 κ3ρ07加 π07αvar.ρ6鋭 αρ勿 〃ovariant)

識 別 種:キ タゴ ヨ ウ,ハ クサ ソ シ ャク ナゲ

分 布 と立地:桧 山,知 内;海 抜90～560m,や せ 尾 根

この 変 群 集 の中 に は,次 の2つ の亜 変 群 集 が 区分 され た。

C-b一(a).ツ ル ツゲ亜 変 群 集(1Z6κ7%go5αsubvariant)

識 別 種:ツ ル ツゲ,カ ク ミノス ノキ,ツ リバ ナ,ヒ メカ ソ スゲ,ヒ ノ キ アス ナ ロ

分 布 と立 地:桧 山,知 内;海 抜260～560m

C-b一(b).リ ヨ ウブ亜 変群 集(C1θ'〃 α ∂α7δ加 伽 ∫ssubvariant)

識 別種:オ オ イ ワカ ガ ミ,マ ル バマ ソサ ク,リ ョウブ,ツ ル ア リ ドウ シ

分 布 と立 地:知 内;海 抜240m以 下



種
で
あ
る
こ
と
、
パ
チ
ン
コ
の
裏
板
と
し
て
は
こ
れ
に
ま
さ

る
も
の
は
な
い
こ
と
等
で
あ
り
、
ま
た
、
パ
ル
プ
の
収
量
が

高
く
、
下
級
材
は
パ
ル
プ
材
と
し
て
大
量
の
用
途
が
開
け
た

こ
と
に
よ
る
。
戦
後
わ
が
国
の
高
度
成
長
は
、
ブ
ナ
が
そ
の

一
翼
を
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

わ
が
国
温
帯
を
表
徴
す
る
最
も
普
遍
的
な
自
然
で
あ
る
ブ

ナ
林
の
保
全
が
意
識
さ
れ
た
の
は
、
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

欧
州
で
は
、
ブ
ナ
の
生
ず
る
と
こ
ろ
、
そ
の
土
地
は
常
に

美
し
い
と
い
わ
れ
、
森
の
母
と
呼
ば
れ
て
、
花
言
葉
は
、
繁

栄
を
あ
ら
わ
す

「繁
盛
」
、

「
成
功
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ

こ
で
、
何
故
そ
う
な
の
か
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
森
林
立

地
の
立
場
か
ら
の
私
見
を
述
べ
よ
う
。
欧
州
で
ブ
ナ
が
優
占

す
る
森
林
は
、
石
灰
岩
か
石
灰
分
を
含
ん
だ
地
質
の
地
域
が

多
い
。
し
か
も
、
北
に
生
育
し
て
い
る
場
合
ほ
ど
、
こ
の
傾

向
は
い
ち
じ
る
し
く
な
る
。
北
方
に
な
る
に
し
た
が
い
土
壌

は
酸
性
化
し
、
牧
草
や
畑
の
生
産
力
は
、
地
質
的
に
ブ
ナ
が

生
育
す
る
よ
う
な
石
灰
分
を
含
ん
だ
と
こ
ろ
が
高
く
な
る
。

よ
っ
て
、
ブ
ナ
が
生
え
て
い
る
土
地
は
繁
栄
を
も
た
ら
す
の

で
あ
る
。

日
本
の
ブ
ナ
も
石
灰
質
の
立
地
で
と
く
に
よ
く
生
育
す
る
。

北
限
地
帯
の
大
平
山
周
辺
や
、
南
限
地
帯
の
九
州
の
五
家
庄

の
縦
木
な
ど
の
分
布
限
界
地
域
で
は
、
特
に
そ
の
傾
向
が
著

し
く
な
る
。
ブ
ナ
北
限
地
帯
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
お
そ
ら

く
大
平
山
地
域
に
は
ブ
ナ
が
相
対
的
に
み
て
早
い
機
会
に
定

着
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ホ
シ
ガ
ラ
ス
に
よ
る
貯
食

散
布
に
よ
っ
た
種
子
は
、
構
造
山
地
の
石
灰
質
の
立
地
条
件

に
め
ぐ
ま
れ
て
、
比
較
的
容
易
に
定
着
化
が
は
か
ら
れ
た
。

そ
の
傍
証
と
し
て
、
う
ぐ
い
沼
と
黒
松
内
間

の
四
七
キ
ロ
の

北
進
速
度
は
、
単
純
に
年
一
二

三
～
三
九

一
米
と
計
算
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も
散
布
速
度
が
速
い
。
う
ぐ
い
沼

と
黒
松
内
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
帯
に
あ
る
大
平
山
地
域
に
ブ

ナ
は
相
対
的
に
早
く
生
育
し
て
い
た
、
と
す
る
見
解
も
成
り

立

と

う
。
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